大規模事業所（特定建築物）の廃棄物等保管場所設置に関する事前協議申告票
１　建 設 者：（名称）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施工場所：　　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
３　延床面積（複合用途建物の場合は用途別床面積）：　　　　　　　　㎡････････････①
４　別表３について
　　区分及び分類（表中の表現を引用すること）：区分　　　　　　　分類　　　　　　　
　　一般廃棄物の排出量原単位   ：　　　　　　　　　kg/㎡・日･･･････････････････②
　　一般廃棄物の比重　　　　　 ：　　　　　　　　 kg/ℓ･････････････････････････③
　　再利用対象物の保管場所の面積：　　　　　 　　　㎡･･････････････････････････④
５　貯留日数について
　　（建物の規模、業種を考慮し適正な排出量予測のうえ設定のこと）
　　一般廃棄物　（２日間が一般的です）：　　　　　　日･･････････････････････････⑤
　　再利用対象物（３日間が一般的です）：　　　　　　日･･････････････････････････⑥
６　保管場所の規模
　（１）一般廃棄物の保管場所について
　　一日排出量：①　　　　　　㎡×②　　　　　　　kg/㎡・日＝⑦　　　　　　　　kg　
　　最大貯留ごみ量：⑦　　　　　　kg×⑤　　　　　　日　　 ＝⑧                kg
　　必要容量：⑧　　　　　　kg÷③　　　　　　＝　　　　　ℓ＝                  ㎥
	設置する容積：　　　　　　　㎥（図面上に示されている場所の容積）
＊容積算定にあたり高さを床から1.5m程度にして算出（廃棄物は天井まで積み上げないため）
＊複合用途建築物の場合は本申告票の最終ページのみ記入。ただし用途別に設置する場合は記入。


　
（２）再利用対象物の保管場所について
　 貯留日数を3日と想定した必要面積：①　　　　　㎡÷3,000㎡×④　　　　　㎡＝⑨  　　　 　㎡
　 貯留日数に応じた必要面積：⑨　　 　   　　㎡÷3日×⑥　 　   　　  　日＝　　  　　　 　㎡
	設置する面積：　　　　　　　　㎡（図面上に示されている場所の面積）
＊様式第５号左下、保管場所面積と一致のこと。
＊複合用途建築物の場合は本申告票の最終ページのみ記入。ただし用途別に設置する場合は記入。


　　 　　 　　 
